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（1） 対象地域 

南東フランスのニースの北 30km にある Boreon 中央山塊 

 

（2）重要な図表 

 計算された放射能の濃度のうち、Table1 にβ放射体について示されている（α放射体については

Table2）。137Cs は全てのサンプルで測定され、134Cs は大部分の汚染されたサンプルで検出された。全て

のケースで 134Cs/137Cs は Chernobyr 降下物で測定された特性比と一致することが見出された。

Chernobyr 降下物に存在した 125Sb もいくつかのサンプルで見出された。自然界に存在する放射性核種

のうち 40K の放射能濃度がここでは報告されている。238Pu/239+240Pu の同位体比はいくつかのサン

プル中で異常に高く、それは特に木の異なる部分で約 0.5（一般的な観測値は 0.034）であった。 

 3 種の木の子となった部分で検出された放射性核種は二つの起源がある。土壌と同時に無機塩吸収によ

る根の取り込み、そして表面上のエアロゾルの沈着である。 

 樹皮は持続的な皮膜を形成し、成長組織の押し上げによりクラックができる。1992 年に 6 年生以上の

枝は Chernobyl 降下物に支配されており、木の幹は沈着した放射能を集積しており、木の内部よりも 1

～2 オーダー高い。 

 カリウムは根によって吸収される重要な栄養塩の一つであり、40K は他の放射性核種の吸収を研究する

ための対照元素として使われるだろう。40K/137Cs 放射能比は以下のとおりである。 

 ･木の幹が 1986 年以降成長した枝、針葉または小枝が除去されている時は古い材木中で<1 である。 

 ･分析された部分、それは風雨沈着降下物に暴露されている分析部分が 1992 年に 6 年生以上の幹や木

材の幹であった時は>1 である。例外の一つは松の幹に見出され、放射能比は 0.3 に等しい。これらの結

果は、セシウムについて土壌から根への取り込みは外部沈着に比べて低いことを示している。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

洪水流出時には SS と共に落葉の挙動を注目する必要がある。 

 

（2）流出挙動・経路 

土壌に集積された放射性核種→樹木に吸収→落ち葉→土壌→樹木 

 

（3）除染の際の留意点 

土壌に集積された放射性核種が樹木に吸収されると除染は困難となる。 

 

（4）担当者のコメント 

 洪水流出時には SS と共に落葉の挙動を注目する必要がある。土壌に集積された放射性核種が樹木に吸

収されると除染は困難となると予想される。 


